










On Japanese Predicate Nouns With Appositive Clauses

































































(3) a. [S 人魚姫 1 は [S′ φ1 王子を助ける]予定だ]
b. [S 王子 1 は [S′ 人魚姫が φ1 助ける]予定だ]












































c. Nは Cの述語 Vの項ではない。(=5a)
d. Nは述語である。
e. Nと Vが共有する項がある。(=5b)









品詞 (6a) (6b) (6c) (6d) (6e) (6c, e)
名詞類 連体修飾 外の関係 名詞述語 ゼロ照応 人魚構文
代名詞 9948 161 44 327 0 0
名詞固有名詞 25414 1745 494 583 9 4
名詞助動詞語幹 151 5 2 0 0 0
名詞数詞 22344 617 282 1229 17 11











Oi は頻度の実測値、Ei は期待値である。これは語 Nと条件 Cの分割表を用いて次のように





N O1 O2 O6
¬N O3 O4 O7







(6c)の G値が 50以上だった 59種の名詞について、(6c)と (6c, e)の G値を表 2に示す。先
行研究 (新屋 1989,角田 2015)で挙げられている名詞に印を付した。
表 2: 人魚構文へのなりやすさ
語彙素 頻度 (6c)外の関係 (6c, e)人魚構文 新屋 (1989) 角田 (2015)
頻度 G値 頻度 G値
物 1887 816 1834.17 71 279.78 ○
予定 116 80 276.36 31 246.80 ○ ○
方針 97 60 187.59 18 128.18 ○ ○
感じ 173 94 260.81 11 53.67 ○ ○
タイプ 44 21 51.42 7 47.39 ○ ○
見込み 24 17 60.14 5 36.78 ○
積り 105 82 318.01 7 34.77 ○ ○
見通し 43 25 73.80 5 30.51 ○
奴 88 31 55.23 6 30.07
事 5214 3663 13446.35 33 27.65 ○ ○
考え 113 45 91.73 6 27.08 ○ ○
状態 101 54 147.49 5 21.87 ○ ○
場所 166 47 64.14 4 12.00
一方 175 80 187.93 4 11.61 ○
形 201 69 119.43 4 10.60 ○ ○
疑い 94 41 91.83 3 10.57 ○
様子 69 29 62.52 2 6.68 ○ ○
通り 146 44 65.07 2 3.99
時代 177 59 98.67 2 3.35
所 653 293 677.85 4 3.10 ○ ○
状況 192 75 149.85 2 3.09 ○
方向 66 26 52.37 1 2.17 ○
恐れ 68 45 149.63 1 2.11
仕組み 74 41 115.76 1 1.97 ○ ○




語彙素 頻度 (6c)外の関係 (6c, e)人魚構文 新屋 (1989) 角田 (2015)
頻度 G値 頻度 G値
思い 146 42 58.52 1 0.92 ○ ○
点 150 56 106.50 1 0.88
方法 161 71 160.87 1 0.79
姿 176 48 62.30 1 0.68
筈 235 220 1031.86 1 0.36 ○
日 334 72 65.60 1 0.09
必要 343 185 510.39 1 0.07
途端 26 20 76.41 0 −0.11
事等 29 28 136.45 0 −0.13
瞬間 34 23 78.01 0 −0.15
会 48 22 51.77 0 −0.21
場面 51 27 73.04 0 −0.22
傾向 59 35 105.27 0 −0.26 ○
度 60 40 133.89 0 −0.26
以上 62 25 51.62 0 −0.27
分 63 26 55.00 0 −0.28
ケース 79 45 130.38 0 −0.35
時期 104 38 70.55 0 −0.46
限り 105 95 427.74 0 −0.46
機会 114 52 121.84 0 −0.50
為 1472 696 1706.05 2 −0.55
際 133 60 139.06 0 −0.58
事件 138 43 66.29 0 −0.61
頃 221 83 158.95 0 −0.97 ○
可能性 224 163 592.18 0 −0.98
理由 225 91 188.69 0 −0.99
結果 229 56 62.26 0 −1.01
侭 337 143 311.92 0 −1.48
内 427 103 112.30 0 −1.88
気 450 133 192.24 0 −1.98 ○ ○
場合 653 418 1354.52 0 −2.87
他 664 124 87.21 0 −2.92
後 707 147 126.15 0 −3.11 ○ ○




抽出した語彙を大まかに分類し可視化するため、nwjc2vec(浅原・岡 2017) の skip-gram 版
から該当する語のベクトル表現を取得し、コサイン類似度とウォード法で階層クラスタリング
を行なった。結果を図 3に示す。クラスタは 16分割し、色分けした。外周のバーは人魚構文


















































































多いようである。また、表 2で人魚構文の条件 (6c, e)を満たす頻度が 1以上だった語のうち、
先行研究で言及のないものが 10語あったが、そのうち「奴」「場所」「時代」「点」「方法」「姿」
「日」の 7語は全てこの過誤に該当するものだった。
この画像は １２月３０日に 撮影した もの です
ガ
ヲ








研究で人魚構文として言及されているにもかかわらず、表 2 で条件 (6c, e) を満たす頻度が 0
だった語が 4語あったが、これらはこの過誤に該当するわけではなく、単に人魚構文の構造に
該当する例がなかった。




四郎は そう 思った もの だ。
ガ
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